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十
二
月
定
例
議
会
は
、
七
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
二
十
日
間
開
か
れ

ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
市
教
育
委
員
の
任
命
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

な
ど
人
事
案
件
、
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
の
条
例
制
定
や
市
出
張
所
廃
止

の
条
例
制
定
、
水
道
事
業
の
設
置
・
給
水
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
十
九

年
度
の
一
般
会
計
・各
特
別
会
計
の
補
正
予
算
等
が
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
と
市
出
張
所
廃
止
の
条

例
制
定
、
「
後
期
高
齢
者
保
険
制
度
」の
特
別
会
計
設
置
の
条
例
改
正
に
反

対
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
国
領
自
治
会
提
出
の
「
丹
波
市
一
般
廃
棄
物
処
理
場
建
設
用
地

に
関
す
る
請
願
」
は
、
日
本
共
産
党
議
員
団
・
清
政
会
・
公
明
党
の
賛
成
多

数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
ク
ラ
ブ
と
市
政
研
究
会
は
反
対
し
ま
し
た
。

西
本
議
員
は
、
こ
の
「請
願
」
の
紹
介
議
員
と
し
て
採
択
に
奮
闘
し
ま
し
た
。 

 

同
意
な
し
「声
か
け
程
度
」と
い
う
、
市
の
対
応
に
問
題
！ 

「
白
紙
に
戻
し
、
再
協
議
」
の
請
願
を
採
択 

一
般
廃
棄
物
処
理
場
建
設
用
地
問
題  

 

〔
日
本
共
産
党
議
員
団
を
代
表
し
て
、
西
本
議
員
が
行
っ
た
「
請
願
」
採
択

の
賛
成
討
論
（要
旨
）を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
〕 

 

一
般
廃
棄
物
処
理
場
建
設
用
地
の
選
定
に
つ
い
て
市
当
局
は
、
「
公
募
」
の

形
を
と
り
、
応
募
の
あ
っ
た
４
自
治
会
の
「ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
を
「
一
般
廃

棄
物
処
理
場
建
設
委
員
会
」
で
審
査
さ
れ
、
２
０
０
７
年
年
２
月
２
８
日
、

「
野
上
野
自
治
会
」
（
旧
梨
狩
り
園
跡
地
）
が
妥
当
と
市
長
に
「
答
申
」
さ
れ

ま
し
た
。 

そ
の
「
答
申
地
」
の

特
徴
は
、
国

領
自
治
会
と

の
境
界
線
に

あ
る
と
こ
ろ

で
、
地
番
は

「
野
上
野
」
で

あ
っ
て
も
、
よ

り
国
領
自
治

会
に
近
い
地

域
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い

あ

り

ま

せ

ん
。 

こ
の
「
答
申
」

直
後
に
、
隣

接
の
国
領
自

治

会

よ

り

「
要
望
書
」
が
、

５
月
に
は
「
白

紙
撤
回
要
求
書
」
が
市
長
や
議
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
以
降
市
当
局
は
、
国
領
自
治
会
等
と
の
話
合
い
を
続
け
て
き
ま
し

た
が
、
一
向
に
、
話
合
い
が
進
展
し
な
い
中
、
９
月
１
１
日
ご
ろ
市
当
局
は
、

用
地
決
定
の
強
行
も
辞
さ
な
い
と
の
態
度
を
示
し
た
た
め
、
国
領
自
治
会

は
９
月
１
９
日
「
白
紙
撤
回
・
再
協
議
」
の
請
願
書
を
国
領
周
辺
自
治
会
の

賛
同
も
得
て
、
議
長
に
提
出
し
た
も
の
で
す
。
市
当
局
も
９
月
２
１
日
、
記

者
会
見
を
行
い
「
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
支
障
が
生
じ
る
」
な
ど
と
い
っ
て
、
建

設
位
置
を
「
答
申
」
ど
お
り
正
式
決
定
を
発
表
し
ま
し
た
。 

し
か
も
市
当
局
は
、
こ
の
前
９
月
１
８
日
付
で
、
３
億
円
を
限
度
と
す
る
「
地

域
活
性
化
交
付
金
決
定
通
知
書
」
を
す
で
に
野
上
野
自
治
会
に
出
し
て
い

た
こ
と
も
判
明
し
ま
し
た
。 

誰
が
見
て
も
、
国
領
自
治
会
の
同
意
を
抜
き
に
考
え
ら
れ
な
い
「
申
請

地
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
当
局
は
、
当
初
か
ら
隣
接
の
国
領
自
治

会
に
具
体
的
な
説
明
も
な
く
、
正
式
同
意
も
得
ず
「
申
請
」を
受
け
付
け
た

こ
と
や
「
建
設
委
員
会
」
が
、
国
領
自
治
会
の
意
見
も
聞
か
ず
に
「
答
申
」
し

た
こ
と
。
さ
ら
に
市
当
局
は
、
国
領
自
治
会
の
合
意
も
得
な
い
ま
ま
、
そ
の

「
答
申
」
を
強
引
に
追
認
、
「
地
域
活
性
化
交
付
金
決
定
通
知
書
」
ま
で
交

付
し
、
正
式
発
表
し
た
こ
と
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
理
解
に
苦
し
む
対
応
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
市
民
生
活
に
影
響
す
る
問
題
だ
け
に
慎
重
さ
が
必
要
で
す
。 

公
募
の
前
の
段
階
（
２
０
０
６
年
２
月
議
会
全
員
協
議
会
）
で
、
私
自
身
、

「
近
隣
自
治
会
の
同
意
を
と
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し
て
き
た
が
、
申
請
時
に

「
声
か
け
程
度
よ
い
」
と
い
う
、
こ
こ
に
、
市
当
局
の
対
応
に
重
大
な
誤
り
を

指
摘
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

こ
う
し
た
、
市
の
姿
勢
と
態
度
が
、
今
回
の
問
題
の
根
本
原
因
で
あ
る
こ

と
は
明
確
で
す
。
よ
っ
て
、
一
般
廃
棄
物
処
理
場
建
設
用
地
の
決
定
を
「
白

紙
に
戻
し
、
再
度
用
地
選
定
の
協
議
を
進
め
る
」
こ
と
に
つ
い
て
の
請
願
は

採
択
す
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
の
代
表
質
問 
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
問
題
が
多
く
見
直
し
を 

滞
納
世
帯
へ
の
資
格
証
明
は
発
行
し
な
い
よ
う
に
せ
よ 

（
問
） 

多
く
の
問
題
を
残
し
た
ま
ま
、
高
齢
者
の
意
見
も
聞
か
ず
予
測

を
上
回
る
高
い
保
険
料
を
決
定
し
、
見
切
り
発
車
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

７
５
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方
の
年
金
か
ら
保
険
料
を
天
引
き
し
、
滞
納

者
に
は
保
険
証
の
取
上
げ
、
ま
た
、
医
療
費
の
制
限
も
あ
っ
て
越
え
る

分
は
、
自
分
で
払
え
と
い
う
こ
と
で
、「
応
分
の
負
担
」
と
は
い
え
な
い
。

高
い
保
険
料
の
減
免
と
滞
納
世
帯
へ
の
「
資
格
証
明
」
の
発
行
は
し
な

い
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
か
。 

（
市
長
・
部
長
） 

膨
大
な
医
療
費
が
予
想
さ
れ
、
新

制
度
で
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
一
年
以
上
保
険
料

を
滞
納
し
た
場
合
に
今
で
は
、「
資
格
証
明
書
」
を

発
行
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
す

る
。 

 
 多

重
債
務
者
へ
の
緊
急
対
策
を 

（
問
） 

丹
波
市
の
自
殺
死
亡
率
が
非
常
に
高
い
。
貧

困
か
ら
く
る
経
済
苦
、
病
気
、
不
安
な
ど
自
殺
の
背

景
に
多
重
債
務
に
よ
る
も
の
が
２
５
％
を
超
え
て

い
る
。
市
民
の
命
を
守
る
た
め
、
生
活
再
建
を
支
援

し
、
安
定
し
た
生
活
を
守
る
た
め
に
も
多
重
債
務
者

へ
の
緊
急
対
策
と
し
て
「
多
重
債
務
相
談
支
援
室
」

の
設
置
を
。 

（
市
長
） 

選
任
職
員
の
配
置
や
「
多
重
債
務
対
策
連

絡
会
議
」
の
設
置
を
考
え
て
い
く
。 

 

障
害
者
の
機
能
訓
練
支
援
事
業
の
存
続
を 

（
問
） 

来
年
四
月
よ
り
廃
止
さ
れ
る
障
害
者
機
能

国領自治会と各団体の「処理場建設反対」を訴える立看板 

二
〇
〇
八
年
の
新
し
い
年
を
迎
え
、
く
ら
し
と
福
祉

を
守
る
た
め
、
決
意
も
新
た
に
頑
張
り
ま
す
。 

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

日
本
共
産
党 

丹
波
市
会
議
員
団 

西
本
嘉
宏 

 
 

広
瀬
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一 



訓
練
支
援
事
業
の
存
続
を
求
め
る
。
自
立
支
援
事
業
と
は
障
害
者
へ
の
支

援
を
冷
た
く
切
り
捨
て
る
こ
と
で
は
な
い
。
廃
止
は
、
訓
練
に
来
る
こ
と
を

明
日
の
希
望
と
し
て
、
ま
た
、
心
の
支
え
と
し
て
参
加
さ
れ
て
い
る
障
害
者

の
方
に
と
っ
て
断
腸
の
思
い
で
あ
る
。
現
状
維
持
の
支
援
を
特
に
求
め
る
が

ど
う
か
。 

（
市
長
・
部
長
） 
四
月
か
ら
は
、
老
健
法
の
廃
止
に
よ
り
事
業
が
で
き
な
く

な
る
。
従
っ
て
、
現
状
の
機
能
訓
練
事
業
は
廃
止
す
る
が
、
新
た
な
事
業
と

し
て
、
何
が
出
来
る
か
検
討
し
て
い
る
。 

 

一
般
質
問 

西
本
嘉
宏
議
員 

 

福
祉
や
医
療
な
ど
市
民
に
負
担
転
嫁
す
る
な
ー
県
新
行
革
プ
ラ
ン 

（
問
） 

県
が
提
示
し
た
「
新
行
革
プ
ラ
ン
」
（
第
一
次
案
）
は
、
丹
波
市
に
と
っ

て
も
、
一
億
二
千
万
円
も
の
各
分
野
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ

る
が
見
解
は
ど
う
か
。
特
に
福
祉
、
医
療
や
自
治
振
興
事
業
な
ど
に
大
き

な
影
響
が
及
ぶ
と
見

ら
れ
る
。 

市
民
生
活
に
影

響
さ
せ
な
い
よ
う

申
し
入
れ
、
市
民
へ

の
負
担
転
嫁
は
行

わ
な
い
よ
う
対
処

す
べ
き
だ
。 

（
市
長
） 

今
回
の

「
新
行
革
プ
ラ
ン
」

は
、
大
き
な
財
政

負
担
と
地
域
振
興

策
の
大
幅
な
後
退

を
伴
う
内
容
で
、

到
底
承
認
で
き
な

い
。
た
だ
、
す
べ
て

の
福
祉
、
医
療
の

給
付
水
準
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
に
は
、

限
界
が
あ
る
。
県

の
見
直
し
に
あ
わ
せ
調
整
が
必
要
と
考
え
る
。 

 

非
正
規
職
員
の
処
遇
と
位
置
づ
け
の
改
善
を 

（
問
） 

正
規
職
員
削
減
の
一
方
で
、
非
正
規
職
員
が
増
え
て
い
る
。
格
差
と

貧
困
の
是
正
の
た
め
、
自
治
体
が
率
先
し
て
改
善
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
人

事
院
勧
告
で
も
、
非
正
規
職
員
の
「
処
遇
と
位
置
づ
け
の
検
討
の
必
要
性
」

を
勧
告
し
て
い
る
。
賃
金
格
差
、
一
時
金
、
退
職
金
な
ど
労
働
条
件
の
改
善

に
つ
い
て
ど
う
か
。 

（
市
長
） 

非
正
規
職
員
は
、
合
併
時
か
ら
六
十
八
人
増
え
た
が
ス
ポ
ッ
ト
を

除
く
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。
格
差
是
正
な
ど
自
治
体
と
し
て
率
先
し
て
対

応
す
べ
き
だ
が
、
財
政
基
盤
の
強
化
が
い
ま
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
非
正

規
職
員
の
処
遇
の
抜
本
改
善
に
先
駆
け
、
業
務
の
あ
り
方
を
見
直
す
。
労

働
条
件
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
交
渉
の
場
に
お
い
て
、
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
る 

山
南
地
域
の
和
田
出
張
所
廃
止
に
反
対 

日
本
共
産
党
議
員
団  

 

和
田
出
張
所
で
は
、
現
在
職
員
１
名
、
非
常
勤
職
員
２
名
で
対
応
し
、
戸

籍
、
住
民
票
な
ど
証
明
者
類
や
税
、
使
用
料
の
収
納
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

○
当
初
の
提
案
は
、
少
な
く
と
も
郵
便
局
で
証
明
類
の
交
付
が
で
き
る
対

策
を
と
り
、
出
張
所
が
廃
止
さ
れ
て
も
、
少
な
く
と
も
和
田
地
域
で
従
来

ど
お
り
一
定
の
利
便
性
が
確
保
で
き
る
こ
と
に
な
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
今

回
は
、
『
駐
車
場
』
用
地
の
確
保
が
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
郵
便
局
で
の

業
務
委
託
を
取
り
止
め
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
は
問
題
で
あ
り
ま
う
。 

○
合
併
に
「
賛
成
」
し
て
も
、
和
田
支
所
だ
け
は
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
住
民

が
多
数
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
和
田
地
区
は
、
市
内
で
も
５
０
０
０
人
の

人
口
を
抱
え
る
校
区
で
、
１
小
学
校
、
２
中
学
校
で
、
他
地
域
に
は
な
い
「財

産
区
」も
あ
り
ま
す
。 

合
併
協
定
は
、
「
一
体
性
」
を
強
調
し
「
す
み
や
か
な
廃
止
」
を
明
記
し
て
い

ま
す
が
、
地
域
の
実
情
や
実
態
を
無
視
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る

「
一
体
性
」
は
、
認
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

○ 

和
田
の
自
治
振
興
会
か
ら
だ
さ
れ
た
住
民
の
要
望
は
、
出
張
所
の
廃

止
に
あ
た
り
、
不
便
を
で
き
る
だ
け
解
消
さ
せ
る
た
め
の
ギ
リ
ギ
リ
の
要
望

で
す
。
計
画
に
も
ま
だ
上
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
県
道
の
改
修
は
、
計
画
や
そ

の
見
通
し
を
き
っ
ち
り
と
さ
せ
る
べ
き
で
す
。 

○
ま
た
、
今
定
例
議
会
に
、
和
田
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
、
和
田
出
張
所

を
廃
止
す
る
な
ら
、
「
谷
川
下
町
か
ら
市
の
山
南
支
所
に
廻
る
よ
う
、
神
姫

バ
ス
に
路
線
を
変
更
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
も
実
現
に
見
通
し
を
つ
け
る

の
が
当
然
で
す
。
少
な
く
と
も
、
こ
れ
ら
の
要
望
が
実
現
す
る
か
、
若
し
く

は
見
通
し
が
つ
く
ま
で
廃
止
を
先
延
ば
し
す
べ
き
こ
と
を
強
調
し
、
日
本
共

産
党
議
員
団
は
、
和
田
出
張
所
の
廃
止
に
反
対
し
ま
し
た
。 

 
「
道
路
財
源
確
保
に
関
す
る
意
見
書
」
に
反
対
・
・
・ 

「
道
路
特
定
財
源
」
を
福
祉
や
教
育
、
医
療
、
そ
し
て
道
路
に
も

使
え
る
「一
般
財
源
」
化
に
・
・・ 

こ
の
意
見
書
は
、
政
府
に
対
し
、
「
道
路
特
定
財
源
」
を
確
保
し
、
地
方
道
路

の
整
備
・
充
実
を
求
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
問
題
は
、
「
一
般
財
源

化
」
は
一
言
も
述
べ
て
お
ら
な
い
こ
と
。
地
方
の
道
路
整
備
を
充
実
す
る
こ

と
に
異
論
は
な
い
が
、
財
政
的
危
機
の
中
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
揮
発
油
税
は

毎
年
６
兆
円
で
、
こ
の
巨
額
の
「
道
路
特
定
財
源
」
を
使
い
き
り
、
高
速
道
路

な
ど
無
駄
な
公
共
事
業
は
、
毎
年
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。 

 

政
府
は
、
一
応
「
見
直
し
」
を
言
い
ま
す
が
、
「一
般
財
源
化
」す
る
と
は
言

わ
ず
に
、
道
路
以
外
の
ゼ
ネ
コ
ン
型
公
共
事
業
に
も
使
え
る
よ
う
に
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
「
道
路
特
定
財
源
」
の
使
途
を

限
定
せ
ず
に
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
、
格
差
と
貧
困
対
策
、
社
会
保
障
を

ふ
く
め
、
地
方
の
道
路
に
も
自
由
に
使
え
る
「
一
般
財
源
化
」
に
す
べ
き
と

主
張
し
ま
し
た
。 

 １
０
年
計
画
で
、
上
水
道
の
統
合
整
備
を
す
す
め
る 

―
当
初
計
画
見
直
し
で
、
総
事
業
費
は
約
１
４
２
億
円
― 

 

合
併
後
、
丹
波
市
に
と
っ
て
大
き
な
事
業
の
一
つ
に
、
市
水
道
事
業
の

統
合
整
備
が
あ
り
ま
す
。
２
０
０
７
年
度
（
平
成
１
９
年
度
）
か
ら
約
１
０
年

で
整
備
を
図
る
と
い
う
も
の
で
、
当
初
の
計
画
を
見
直
し
、
総
事
業
費
は
、

約
１
４
２
億
円
と
な
り
ま
す
。
（当
初
計
画
は
１
７
５
億
円
） 

今
回
、
青
垣
（
東
芦
田
）
と
氷
上
（
南
）
地
域
で
の
関
係
住
民
の
理
解
と
協

力
を
得
て
地
下
水
源
確
保
の
見
通
し
が
つ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
２
０
０
８
年
度

（
平
成
２
０
年
度
）
か
ら
、
青
垣
・
氷
上
・
柏
原
・
春
日
を
「
中
央
上
水
道
」
と

し
て
統
合
す
る
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
（
概
算
事
業
費
は
約

８
７
億
円
） 

な
お
、
順
次
、
市
島
地
域
（
事
業
費
約
３
３
億
円
）
や
山
南
地
域
（
事
業

費
約
２
２
億
円
）
に
お
い
て
も
市
の
上
水
道
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。 

  

激
動
の
政
局
と
日
本
共
産
党
の
役
割
／
く
ら
し
・
福
祉
を
守
る
市
政
を 

『
日
本
共
産
党
大
演
説
会
』の
ご
案
内 

○
と 

き
：
２
月
３
日
（
日
）
午
後
２
時
〜 

○
と
こ
ろ
：
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー 

○
弁 

士
：
山
下
よ
し
き 

参
院
議
員
ほ
か 

 

県の「新行革プラン」案で、「支局」になる丹波県民局 



  

「
市
長
・
市
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担

に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
に
つ
い
て 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
選
挙
の
公
費
負
担
に
す
べ
て
反
対
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
提
案
さ
れ
て
い
る
基
準
額
は
、
公
選
法
の
施
行

令
を
適
用
し
比
較
的
高
い
金
額
を
「
最
高
限
度
額
」
と
し
て
設
定
し
て
い
る

こ
と
。
こ
の
最
高
限
度
額
で
、
立
候
補
者
数
を
予
測
し
、
予
算
化
す
る
と

「
約
３
０
０
０
万
円
に
な
る
」と
答
弁
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
を
使
わ
な
い
こ
と
も
で
き
る
が
、
最
高
限
度
額
に
合
わ
せ
よ
う
と
す

る
こ
と
に
よ
り
、
全
体
的
に
選
挙
に
お
金
が
か
か
る
と
い
う
印
象
を
与
え
、

福
祉
や
医
療
、
教
育
な
ど
中
心
に
予
算
を
切
り
詰
め
て
い
る
中
で
、
市
民
か

ら
の
批
判
は
ま
ぬ
が
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
全
国
で
は
水
増
し
な
ど
不
正
請

求
の
事
件
も
起
こ
っ
て
お
り
、
問
題
が
残
る
の
で
は
な
い
か
。
「公
営
選
挙
」
と

い
う
よ
り
も
「
公
的
補
助
」
と
い
う
考
え
方
で
、
選
挙
費
用
の
援
助
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
経
済
的
、
人
的
負
担
を
軽
減
し
、
誰
で
も
選
挙
に
出
や
す
く

す
る
と
い
う
こ
と
で
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
反
対
致
し
ま
し
た
。 

 


